
Android Automotive AOSP
ビルドを最大5倍高速化 
本記事では、共有キャッシュや分散コンピューティングを活用して 
AOSPビルドを高速化し、以下を実現する方法をご紹介します：
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ベースライン vs Incredibuild ビルド高速化

32コアマシンにおける Android Automotive 14 のビルド時間

* 32コアマシンでのベースラインに対して約5倍のビルド時間短縮


Incredibuild使用 
（AOSP全スタック）

Incredibuild使用 
（C++のみ）

Incredibuild未使用

ビルド時間の短縮

CIスループットの向上

クラウドコストの削減



概要
Incredibuild は、大規模な Android ビルドに特化したビルド高速化ソリューションを提供しています。 

分散コンピューティング、ハイパフォーマンス共有キャッシュ、包括的なビルド可視化をシームレスに組み合わ

せることで、Android ビルドを最大5倍高速化。既存のCIツールと直接統合することで、コード・ビルドスクリ

プト・ツールチェーンを一切変更することなく、ビルド待ち時間を短縮し、ホストの処理能力を向上させ、リ

ソース効率を改善します。 

本資料では、Incredibuild がオンプレミス、ハイブリッド環境、または複数チームにまたがる規模において、

一貫したパフォーマンス向上とAOSPベースのビルドパイプラインに対する完全な可視性をどのように提供する

かを示します。

AOSP のビルドプロセスは堅牢である一方、本質的に時間がかかります。フルクリーンビルドには数時間を要

し、膨大な計算リソースを消費します。さらに問題なのは、増分ビルドであっても複雑な依存関係によりコード

ベースの大部分を再コンパイルする必要がある点です。 

 この「毎回ゼロからのビルド」動作が、開発チームに以下のような課題を生じさせます：



開発者のストレスと待機時間: エンジニアはビルド完了を待つ間に作業が中断され、フィードバックサイク

ルが遅延します。この非生産的な時間は士気やチーム効率に直接影響します。


CIスループットの低下: ビルドキューがボトルネックとなり、特に開発のピーク時には深刻化します。各ビ

ルドサーバーが処理できるビルド数には限界があり、待機時間の増加やインフラの拡張が必要になります。


インフラコストの増大: 長時間にわたる計算集約型ビルドのため、常時稼働する高性能ビルドサーバーや多

大なクラウドリソースが必要となり、運用コストが膨らみます。



現在のビルドプロセスは冗長な作業が前提となっており、各開発者やCIエージェントが変更されていないソース

ファイルを繰り返しコンパイルする非効率的かつ持続不可能な状況です。



待ち時間のコスト

「開発者の待ち時間にかかる年間コストは平均で 300万

ドルにのぼる」



ソリューション
Incredibuild プラットフォームは、冗長な処理をインテリジェントに排除し、残された必須処理を加速するこ

とで、これらの課題を解決します。その中核となるのが マルチツール対応の共有キャッシュ と 分散コンピュー

ティング の2つの技術です。このアプローチにより、ビルドプロセスは「孤立した繰り返し作業の連続」から、

「協調的で効率的な積み重ね作業」へと進化します。

共有キャッシュ
Incredibuild のパフォーマンスとリソース最適化の要とな

るのは、汎用の共有キャッシュエンジンです。

これにより、すでに実行済みのタスクについて入力データ
が変わっていない限り、そのタスクは再度実行されず、共

有キャッシュから結果が提供されます。

共有キャッシュは過去に実行されたタスクの成果物を保存
し、ユーザー・マシン・CIジョブ間で再利用します。

いったんタスクが組織内のどこかで実行されれば、その出
力はキャッシュされ、入力が変更されない限り再実行する

必要はありません（入力の変更は Incredibuild が自動検出
します）。

AOSP ビルドには多様なツールやスクリプトが利用されま

すが、Incredibuild の汎用性の高い共有キャッシュによ

り、それら幅広いツールのビルドを高速化できます。

右の表は、AOSP ビルドにおいて Incredibuild の共有

キャッシュで加速されるツール群の一覧です。


clang


clang++


clang++


rustc


yasm


javac


R8


D8


metalava


kotlin-compiler


jarjar


Turbine


versioner


aidl


header-abi-dumper


hiddenapi


appcompat.sh script

C++ コンパイラ


C++ コンパイラ


C++ リンカ


Rust コンパイラ & リンカ


アセンブラ


Java コンパイラ


AOSP Java ツール


AOSP Java ツール


AOSP Java ツール


Kotlin コンパイラ（JVM 上）


Java パッケージングユーティリティ


Java ヘッダコンパイラ


AOSP 専用ツール


AOSP 専用ツール


AOSP 専用ツール


AOSP 専用ツール


AOSP 専用ツール

カテゴリツール名

分散コンピューティング
共有キャッシュを補完するのが、Incredibuild の分散コンピューティングエンジンです。これにより、通常の

ワークステーションやクラウドVMを強力なビルドノードへと変換できます。コンパイル、リンク、カスタム

ツールの実行など、あらゆるビルドタスクをリアルタイムでネットワーク内のアイドルCPUやCIランナー、パ
ブリッククラウドへ振り分けることで、すべてのマシンを数百コア・数GBメモリを備えた高性能コンピュータ
に変えることが可能です。

さらに、追加の計算リソースが必要なワークロードに対しては、Incredibuild のオーケストレーターがコスト

効率に優れたスポットインスタンスを含むクラウド上の補助マシンを自動でプロビジョニングし、手動の介入
なしでバースト的なキャパシティを確保します。これにより、必要に応じてリモートビルドコアを柔軟にスケー

リングしつつ、コストを最小限に抑えることができます。




Incredibuild が AOSP 開発パイプラインに与える効果を評価するために、Android Automotive 14 のビルド

をベンチマークしました。テストは実際の開発環境を想定し、32コアおよび96コアのビルドマシン上で、標準

的なビルドと Incredibuild の技術で加速したビルドを比較しています。 

その結果、顕著なパフォーマンス向上とリソース利用効率の改善が確認されました。


フルの Android Automotive 14 ビルドは、1時間以上かかっていた処理が14分に短縮され、1回あたり53分の削

減、つまり5倍の高速化 を実現しました。


さらに、ハイエンドな96コアマシンにおいても、Incredibuild は効率的なキャッシュ活用によって全体の計算

リソースを抑えつつ、ビルド速度をほぼ3倍に向上。これにより、通常は1つしか処理できなかった環境で 3つの

AOSPビルドを並行実行できるようになりました。

導入効果：Android Automotive 14 

ベンチマーク

AOSP Build Duration


Builds per CI Host per Day


Queue Time (Peak Hours)

1 hour 7 min

~10 min

30–60 min

21 min


~30 min


<10 minutes

~3.2× faster builds


3× more throughput


Significantly reduced developer wait times

Standard CIMetric With Incredibuild Impact

AOSP ビルド所要時間


1ホストあたりの1日ビルド数


キュー待ち時間（ピーク時）

1時間7分

~10回

30〜60分

14分


~50回


7分未満

約5倍の高速化


5倍のスループット


開発者の待機時間を大幅に削減

標準的なCI評価項目 Incredibuild適用時 効果



まとめ

Incredibuildは、AOSPビルドパイプラインを加速させる包括的なソリューションを提供します。分散コン

ピューティングと共有キャッシュ、そして既存ツールチェーンを変更しないゼロチェンジアプローチを組み合

わせることで、具体的なメリットを実現します。 


・導入直後から3〜5倍のビルド高速化を達成します。 

・それにより、CIスループットの向上が可能となり、1ホストあたりのビルド数が増加し、キュー待ち時間も短

縮されます。 

・さらに、共有キャッシュとコスト効率の高いHelper Spotインスタンスの活用により、クラウドコンピュート

支出の削減を実現します。 

・加えて、ビルドプロセスの360°可視化を提供し、管理やトラブルシューティングを容易にします。これに

は、ビルド実行フローをリアルタイムに可視化するグラフィカルビルドモニターが含まれ、ボトルネックや障

害の特定を支援します。また、詳細なキャッシュのヒット／ミス追跡により、キャッシュ効果を継続的に分

析・改善することが可能です。 


さらに、Incredibuild の共有キャッシュと分散処理技術は、汎用的で低レベルなアプリケーション計測に基づ

いているため、高い拡張性を備えています。この技術により、幅広いコンパイラ、リンカ、ビルドシステム、そ

の他ツールに対して標準でサポートを提供可能です。 

また、実際の Android ベースのビルドで一般的なカスタムベンダーツールや独自の前処理・後処理ステップ

も、最小限の設定でキャッシュおよび分散処理ロジックに組み込み、さらなるパフォーマンス向上を実現でき

ます。

詳しくは、 をご覧ください。こちら

2,000社以上の導入実績

https://www.incredibuild.com/ja/

